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プロジェクト概要 

様々な場所に設置され、いつでも、だれでも利用でき、個々のユーザ

に合わせて形状や機能が変化し適切なサービスを提供する適応自在 AI

ロボット群を開発します。2050 年までに、人とロボットとの共生によ

り、すべての人が参画できる活力ある社会の創成を目指します。 
 

 

２０３０年までのマイルストーン 
 

誰もが日々の生活だけでなく、旅行、スポーツ等へ意欲的に参加でき

る活力ある社会の原動力を創成できることを目指し、特定の環境下で

個々のユーザニーズに合わせて形態・機能が変化し、適切なサービスを

提供する適応自在 AI ロボットを開発します。 

 
 

２０２５年までのマイルストーン 
 

介護施設入所者の活動意欲が向上し、社会的イベント等に積極的に参

加できることを目指し、特定の環境下で形態・機能が変化し、移動能力

や技能習得能力の向上を促す適応自在 AI ロボットを開発します。 

 

研究開発体制（2025 年 4 月時点） 

 

 

スマーター・インクルーシブ・ソサエティ 
誰もが，いつでも，どこでも安心して AI ロボットを使うことが 

当たり前となり，すべての人が積極的に社会参画できる活力ある社会 


